
番
号
は
、
前
稿
か
ら
の
続
き
番
号
）
。

今
回
翻
刻
・
紹
介
す
る
史
料
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
史
料
の

で
あ
る
。

任
に
関
す
る
史
料
を
翻
刻
・
紹
介
し
た
い
。
凡
例
は
前
稿
と
同
じ

闘

岡

山

藩

官

「
池
田
家
文
庫
藩
政
史
料
マ
イ
ク
ロ
版
集
成
」
に
見
つ
け
出
し
た

位

関

係

史

料

(l
)
 

前
稿
に
引
き
続
き
、
本
館
架
蔵
「
池
田
家
文
庫
藩
政
史
料
マ
イ

(2
)
 

ク
ロ
版
集
成
」
の
う
ち
、
岡
山
藩
主

（一

族
を
含
む
）
の
官
位
叙

七
、
慶
長
七
年
五
月
二
三
日
「
池
田
三
左
衛
門
殿
少
将
成
之
御
祝

(3
)
 

之
覚
」

(4
)
 

八
、
慶
長
八
年
三
月
二
五
日
「
竹
村
勝
長
宛
口
宣
案
」

(5
)
 

九
、
年
未
詳
「
口
宣
案
・
宣
旨
等
覚
書
」

(6
)
 

+
、
「
御
湯
殿
上
日
記
」
慶
長
十
四
年
五
月
（
抄
）

(7
)
 

十
一
、
「
芳
烈
公
御
手
留
」
承
応
二
年
（
抄
）

前
稿
で
は
、
元
禄
九
年

(
-
六
九
五
）
の
池
田
綱
政
の
少
将
昇

進
に
関
す
る
史
料
を

一
部
紹
介
し
た
。
今
回
は
、
引
き
続
い
て
そ

の
関
連
史
料
を
紹
介
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
潮
る
史
料
を

の
で
、
年
代
順
を
優
先
し
て
、
ま
ず
は
古
い
史
料
か
ら
紹
介
す
る

こ
と
と
す
る
。
そ
の
さ
い
「
池
田
家
文
庫
藩
政
史
料
マ
イ
ク
ロ
版

集
成
」
以
外
の
も
の
も
含
め
て
紹
介
す
る
。
元
禄
九
年
の
池
田
綱

(8
)
 

政
の
少
将
昇
進
に
関
す
る
史
料
は
、
次
回
に
紹
介
し
た
い
。

（二）

堀

新
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守
任
官
の
口
宣
案
の
写
で
あ
る
。
原
本
は
現
在
不
明
で
あ
る
が
、

(ll
)
 

家
譜
に
は
「
備
前
岡
山
同
姓
方
所
持
仕
」
と
あ
り
、
『
池
田
家
履

歴
略
記
」
に
も
「
伊
豆
守
か
末
孫
半
兵
衛
か
家
に
、
今
も
其
時
の

史
料
八
は
、
輝
政
家
臣
で
あ
る
竹
村
勝
長
の
従
五
位
下
•
伊
豆

、。
L
v
 

史
料
九
は
、
池
田
利
隆
•
光
政
の
任
官
に
関
す
る
関
係
史
料
の

一
般
に
、
輝
政
の
少
将
昇
進
は
慶
長
八
年

(
9
)
 

の
徳
川
家
康
の
征
夷
大
将
軍
任
官
時
と
さ
れ
て
い
る
。
輝
政
が
発
(10) 

給
文
書
中
で
「
少
将
」
を
名
乗
る
の
は
慶
長

―
二
年
以
降
で
あ
る
。

八
六
三）

に
藩
主
茂
政
の
宰
相
任
官
と
家
老
二
人
の
任
官
を
運
動

(15) 

す
る
が
、
は
た
さ
れ
な
か
っ
た
。

目
録
で
あ
る
。
前
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
「
池
田
家
文
庫
」
に

は
当
主
の
叙
任
文
書
原
本
は
な
い
。
従
っ
て
、
史
料
九
で
あ
げ
ら

現
段
階
で
は
、
輝
政
の
少
将
任
官
日
時
を
確
定
す
る
こ
と
は
難
し
村
・
八
田
の
先
例
を
引
き
合
い
に
し
て
、
幕
末
の
文
久
三
年

家
家
老
に
許
さ
れ
る
の
み
と
な
っ
た
。
岡
山
池
田
家
で
は
、
竹

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

た
。
竹
村
・
八
田
の
任
官
も
、
そ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
陪

臣
叙
爵
は
、
御
三
家
な
ど
の
家
門
大
名
の
他
に
は
、
加
賀
藩
前
田

）
の
史
料
七
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
年
次
が
慶
長
七
年
と
な

っ

異
常
に
高
く
な
り
、
陪
臣
叙
爵
（
任
官
）
の
例
も
珍
し
く
な
か
っ

司
で
あ
ろ
う
か
。

豊
臣
期
か
ら
江
戸
幕
府
成
立
当
初
に
か
け
て
、
大
名
の
官
位
が

に
宮
脇
姓
の
者
を
見
い
出
す
こ
と
は
少
な
い
の
で
、
広
橋
家
の
家

供
被

宮
脇
又
兵
衛
は
、
武
家
伝
奏
で
あ
る
広
橋
兼
勝
・
勧
修
寺
光
豊

の
い
ず
れ
か
の
家
司
と
考
え
ら
れ
る
。
勧
修
寺
家
関
係
の
史
料
中

な
デ
ー
タ
と
い
え
る
。

は
江
戸
幕
府
が
官
物
の
額
を
定
め
る
以
前
の
も
の
で
あ
り
、
貴
重

昇
進
の
官
物
（
官
位
昇
進
の
謝
礼
）
に
関
す
る
史
料
で
あ
る
。
こ
れ

史
料
七
は
、
慶
長
七
年
(
-
六
0
二
）
藩
祖
池
田
輝
政
の
少
将

確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
時
八
田
太
郎
兵
衛
も
丹
後

(13
)
 

守
（
の
ち
豊
後
守
）
に
「
任
官
」
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は
前
述
し

た
徳
川
家
康
の
征
夷
大
将
軍
任
官
に
輝
政
が
雹
従
し
て
参
内
し
た

こ
と
に
関
連
し
て
、
諸
大
夫
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ
ろ
う
。
竹
村
家
譜
で
も
、
任
官
の
理
由
を
「
半
兵
衛
儀
、
御

(M
)
 

仰
付
候

二
付
」
と
し
て
い
る
。

(12
)
 

口
宣
案
を
所
蔵
す
」
と
あ
る
。
明
治
初
頭
ま
で
の
原
本
の
実
在
は
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な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
直
後
に
従
四
位
下
に
昇

下
で
は
叙
任
文
書
が
発
給
さ
れ
る
。
『
池
田
家
履
歴
略
記
」

利
隆
は
輝
政
の
長
男
で
あ
る
が
、
そ
の
従
四
位
下
•
侍
従
・
右

衛
門
督
任
官
を

『寛
政
重
修
諸
家
譜
j

は
慶
長
十
年
三
月
二
六
日

(16
)

（

17
)
 

と
し
、
「
池
田
氏
系
譜
」
は
同
年
六
月

一
六
日
と
す
る
。
史
料
九

に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
系
譜
類
の
日
時
は
い
ず
れ
も
誤
り
と
な
る
。

叙
任
文
書
上
で
は
、
利
隆
は
ま
ず
三
月
二
六
日
に
従
五
位
下
•
侍

従
に
任
官
し
、

つ
い
で
四
月
ニ

―
日
に
従
四
位
下
に
昇
進
し
た
の

ら
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
な
ど
、
全
幅
の
信
頼
が
お
け
る
わ
け

(18
)
 

で
は
な
い
。
従

っ
て
、
こ
の
史
料
九
に
記
さ
れ
て
い
る
日
付
も
同

例
え
ば
、
利
隆
が
ま
ず
従
五
位
下
•
侍
従
に
任
官
し
て
い
る
点

で
あ
る
。

豊
臣
期
の
国
持
大
名
の
官
位
は
、
従
五
位
下
•
侍
従
を

(19
)
 

基
本
と
し
て
い
た
。
利
隆
は
ま
ず
そ
の
官
位
に
叙
任
し
た
こ
と
に

進
し
た
点
は
、
江
戸
幕
府
下
の
国
持
大
名
の
初
官
が
従
四
位
下
・

殿

砂

岡

山

藩

官

位

関

係

史

科

（

二
）

は
右

こ
と
に
す
る
作
為
に
共
通
す
る
。
こ
れ
は
、
国
持
大
名
が
従
五
位

し
か
し
、
江
戸
幕
府
下
の

一
般
例
と
異
な
る
点
や
、
不
自
然
な

点
も
あ
る
。
例
え
ば
、
前
述
し
た
隠
蔽
工
作
に
お
い
て
は
、
正
徳

年
間
ま
で
は
従
五
位
下
任
官
を
従
四
位
下
任
官
の
一
年
前
と
し
、
(20
)
 

侍
従
任
官
は
従
四
位
下
と
同
時
で
あ
る
の
が

一
般
的
で
あ
っ
た
。

官
の
日
時
が
、
宣
旨
と
口
宣
案
と
で
食
い
違
っ
て
い
る
の
は
不
自

と
こ
ろ
で
系
譜
類
に
あ
る
右
衛
門
督
「
任
官
」
に
つ
い
て
は
、

(21
)
 

受
給
文
書
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
史
料
九
に
は
右
衛
門

督
「
任
官
」
に
関
す
る
叙
任
文
書
の
存
在
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

(22
)
 

右
衛
門
督
は
官
位
と
い
う
よ
り
も
通
称
名
で
あ
る
が
、
江
戸
幕
府

様
で
あ
る
が
、
他
の
例
に
鑑
み
て
首
肯
で
き
る
点
が
あ
る
。

然
で
あ
る
。

約
一
ヵ
月
前
と
い
う
の
は
、
期
間
が
短
す
ぎ
る
。
ま
た
、
侍
従
任

叙
任
文
書
は
日
時
を
潮

っ
て
作
成
さ
れ
た
り
、
後
に
書
き
改
め

で
あ
る
。

性
が
強
い
。

れ
た
と
す
る
作
為
で
あ
る
。
利
隆
の
場
合
も
、
そ
の
作
為
の
可
能

し
、
体
裁
を
整
え
る
た
め
に
日
時
を
遡
っ
て
従
五
位
下
に
叙
任
さ

下
を
越
階
し
て
従
四
位
下
に
い
き
な
り
叙
任
さ
れ
た
事
実
を
隠
蔽

に
発
給
さ
れ
た
こ
と
の
証
左
と
な
る
史
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

れ
て
い
る
も
の
の
原
本
も
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
叙
任
文
書
が
確
か

侍
従
で
あ
る
も
の
の
、

そ
れ
以
前
に
従
五
位
下
に
任
官
し
て
い
た
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あ
る
。

＜
叙
任
文
書
の
す
べ
て
が
整
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
時
の

日
時
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
そ
の
い
ず
れ
が
正
し
い
の
か
は
不
明
で

に
せ
よ
、
「
口
宜
二
通
拉
宣
旨
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
位
記
を
除

い
。
史
料
九
の
八
月
六
日
は
、
家
光
の
将
軍
宣
下
に
よ
る
参
内
の

こ
の
時
は
叙
任
文
書
を
整
え
た
だ
け
の
可
能
性
も
残
る
。

い
ず
れ

す
る
。
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
j

は
具
体
的
な
日
時
を
あ
げ
て
い
な

し
、
『
池
田
家
履
歴
略
記
j

は
四
月
、
「
池
田
氏
系
譜
」
は
七
月
と

し
か
し
、
従
四
位
下
•
侍
従
任
官
の
日
時
を
史
料
九
は
八
月
と

に
少
将
に
昇
進
し
た
こ
と
は
、
系
譜
類
と
同
じ
で
あ
る
。

で
き
る
点
と
不
自
然
な
点
を
、
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
す
る
に
と
ど
め
ざ

次
に
利
隆
の
子
光
政
の
叙
任
で
あ
る
が
、
元
和
九
年
(
-
六
二

三
）
に
従
四
位
下
•
侍
従
に
任
官
し
、
寛
永
三
年
(
-
六
二
六
）

は
元
服
・
叙
任
の
い
ず
れ
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
勧
修

寺
光
豊
が
輝
政
に
（
慶
長
―
四
年
）

「
御
名
乗
相
極
次
第
二
、

五
月
一
八
日
付
書
状
案
で

(26
)
 

口
宜
拉
宣
旨
可
申
調
候
」
と
述
べ
て
い

る
こ
と
か
ら
わ
か
る
（
名
乗
り
が
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、
元
服
前

を
意
味
す
る
）
。
五
月
ニ
―
日
付
書
状
案
に
は
「
口
宣
二
通
拉
宣
旨

〈

27)

相
調
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
頃
元
服
し
た
と
思
わ
れ
る
。

忠
継
の
従
四
位
下
•
侍
従
任
官
も
、
元
服
と
同
時
の
可
能
性
が

強
い
。
し
か
し
、
前
年
に
江
戸
の
秀
忠
か
ら
叙
任
を
仰
せ
渡
さ
れ
、

九
は
系
譜
類
と
同
じ
慶
長
十
二
年
六
月
二
日
と
す
る
。

な
お
、
松
平
賜
姓
•
武
蔵
守
改
名
の
日
時
に
つ
い
て
は
、
史
料

る
を
え
な
い
。

る
。
し
か
し
こ
れ
は
秀
忠
に
拝
謁
し
た
日
時
で
あ
っ
て
、
こ
の
時

な
ど
は
、
忠
継
の
任
官
を
前
年
の
慶
長
一
三
年
四
月
一
八
日
と
す

こ
れ
ら
の
点
を
解
明
す
る
材
料
は
乏
し
く
、
現
段
階
で
は
首
肯

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

衛
門
督
「
任
官
」
に
さ
い
し
て
、
叙
任
文
書
は
発
給
さ
れ
な
か
っ

続
い
て
史
料
十
は
、
輝
政
二
男
（
利
隆
の
異
母
弟
）
忠
継
の
慶(23) 

長
―
四
年
五
月
の
従
四
位
下
•
侍
従
任
官
に
関
す
る
史
料
で
あ
る
。

(24)

（

25) 

『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
・
『
徳
川
実
紀
』
・
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
」

田
氏
系
譜
」
と
も
異
な

っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
利
隆
の
右
と
一
致
し
て
い
る
。

衛
門
督
「
任
官
」
を
四
月
六
日
と
し
、
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
j

「池

な
お
、
少
将
任
官
の
日
時
（
寛
永
三
年
八
月
一
九
日
）
は
、
諸
書
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え
で
光
政
に
嫁
し
、
網
政
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
天
樹

瞑
澤

岡

山

藩

官

位

関

係

史

料

（二）

の
間
に
生
ま
れ
た
勝
子
は
、

い
っ
た
ん
家
光
の
養
女
と
な

っ
た
う

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
天
樹
院
は
秀
忠
の
娘
で
あ
り
、
豊
臣
秀
頼

に
嫁
し
た
が
、
大
坂
落
城
後
本
多
忠
刻
に
再
嫁
し
た
。
こ
の
二
人

な
お
、
大
名
嫡
子
の
元
服
に
つ
い
て
は
、
翌
承
応
三
年
の
伊
達

(30) 

絹
宗
の
事
例
が
や
や
詳
細
に
わ
か
る
。
元
服
の
当
日
の
朝
、
網
宗

は
下
屋
敷
で
髪
を
剃
り
、
お
そ
ら
く
上
屋
敷
か
ら
登
城
し
た
。
将

軍
家
網
の
御
前
で
元
服
•

一
字
拝
領
·
侍
従
叙
任
し
、
上
屋
敷
で

で
あ
ろ
う
。
網
政
の
場
合
、

天
樹
院

（千
姫
）
か
ら
の
推
薦
が

ら
の
拝
領
物
は
、
他
の
例
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

網
政
は
こ
の
時

一
六
歳
で
あ
り
、
元
服
年
齢
と
し
て
は
平
均
的

法
を
訓
練
す
る
例
も
み
ら
れ
る
。

が
岡
山
藩
江
戸
留
守
居
役

（能
勢
少
右
衛
門
）
を
呼
び
、
翌
々

ニ

三
日
に
絹
政
の
元
服
を
行
な
う
こ
と
が
告
げ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う

(29
)
 

な
内
示
は
、
元
和
九
年
の
上
杉
定
勝
の
例
な
ど
数
多
く
あ
る
。
こ

の
内
示
を
受
け
て
、
元
服
ま
で
の
あ
い
だ
に
、
江
戸
城
中
で
の
作

る。 を
願
い
出
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
な
ど
が
こ
こ
か
ら
読
み
取
れ

と
大
名
双
方
に
あ

っ
た
こ
と
、
建
前
上
は
大
名
側
か
ら
官
位
叙
任

こ
の
史
料
十

一
に
よ
れ
ば
、

―
二
月
二
l

日
に
老
中
松
平
信
網

最
後
の
史
料
十

一
は
、
光
政
の
子
網
政
が
承
応
二
年

(
-
六
五

三
）
―
二
月
に
元
服
し
、
従
四
位
下
•
侍
従
に
任
官
し
た
さ
い
の
、

(28
)
 

父
光
政
の
日
記
を
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
出
て
く
れ
て
）
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
」
と
答
え
て
い
る
。

元
服
す
れ
ば
官
位
叙
任
さ
れ
る
こ
と
が
当
然
と
い
う
認
識
が
幕
府

元
服
の
儀
礼
は
、
老
中
酒
井
忠
清
か
ら
御

一
字
「
綱
」

（と
書

か
れ
た
折
紙
ヵ
）
が
下
さ
れ
、
盃
•
刀
な
ど
が
下
さ
れ
た
。

こ
れ

願
い
出
る
こ
と
を
憚
っ
て
い
ま
し
た
が
、
（
幕
府
側
か
ら
叙
任
を
申

提
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
忠
継
が

一―

歳
で
あ
る
た
め
か
、
父
輝
政
か
ら
も
官
物
が

官
物
の
例
も
、
史
料
七
と
同
じ
く
貴
重
な
デ
ー
タ
で
あ
る
。
な
お

院
は
絹
政
の
祖
母
に
あ
た
る
。
こ
の
血
縁
関
係
か
ら
、
絹
政
の
元

服
を
勧
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

元
服
の
当
日

（
二
三
日
）、
父
光
政
も
登
城
し
た
。
そ
こ
で
大
老

酒
井
忠
勝
か
ら
「
成
人
し
た
う
え
は
官
位
を
仰
せ
付
け
、
侍
従
に

叙
任
す
る
」
と
伝
え
ら
れ
、
光
政
は
「
こ
ち
ら
か
ら

（叙
任
を
）
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以
下
、
詳
し
く
は
翻
刻
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
。

一
年
以
上
に
及
ぶ
慶
祝
行
事
は
、
藩
主
•
世
子
(35) 

と
家
中
の
一
体
化
を
演
出
・
醸
成
す
る
恰
好
の
機
会
で
あ
っ
た
。

違
い
に
大
き
い
。

で
も
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
近
世
大
名
の
場
合
は
そ
の
規
模
が
桁

御
祝
儀
の
御
拍
子
三
番
が
行
な
わ
れ
た
。
実
際
に
髪
を
剃
る
の
は

下
屋
敷
、
元
服
・
叙
任
儀
礼
は
江
戸
城
、
御
祝
儀
は
上
屋
敷
と
い

う
よ
う
に
、
明
確
に
分
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
大
名
に

と
っ
て
上
屋
敷
は
公
式
の
場
（
息
苦
し
い
場
）
、
下
屋
敷
は
気
楽
な

(31) 

場
と
い
う
指
摘
は
正
鵠
を
得
て
い
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
御
祝
儀
の
一
環
と
し
て
、
綱
政
は
「
惣
家
中
不

（銀
）

残
」
に
対
し
て
「
小
袖
．
艮
子
」
を
遣
わ
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
家
中
に
対
し
て
下
賜
品
が
あ
る
の
は
、
同
じ
承
応
二
年
の
上
杉

(32
)
 

綱
勝
の
場
合
に
も
見
ら
れ
る
。
逆
に
家
中
か
ら
も
、
御
祝
儀
が
献

上
さ
れ
る
の
が
通
例
で
、
前
述
し
た
元
和
九
年
の
上
杉
定
勝
の
場

(33) 

合
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
祝
儀
の
や
り
取
り
は
、
元
禄
九

年
の
綱
政
の
少
将
昇
進
の
場
合
、
江
戸
と
国
許
で
一
年
以
上
に
及

(34) 

ん
で
い
る
。
御
祝
儀
の
や
り
取
り
そ
の
も
の
は
、
戦
国
大
名
段
階

註(
1
)

拙
稿
「
史
料
紹
介
岡
山
藩
官
位
関
係
史
料
(
-
)
」
（
「
早
稲
田

大
学
図
書
館
紀
要
j

四
二
、
一
九
九
五
年
）

(
2
)

「池
田
家
文
庫
藩
政
史
料
マ
イ
ク
ロ
版
集
成
』
は
、

岡
山
大
学

附
属
園
書
館
所
蔵
「
池
田
家
文
庫
」
を
マ
イ
ク
ロ
化
し
た
も
の
で
あ

る
。
以
下
、
史
料
の
年
代

・
表
題
と

『岡
山
大
学
所
蔵
池
田
家
文
庫

総
目
録
』
(
-
九
七
0
年
）
の
整
理
番
号
・

「池
田
家
文
庫
藩
政
史
料

マ
イ
ク
ロ
版
集
成
」
の
リ
ー
ル

NO
を
、
年
代
「
表
題
」

〈整
理
番
号
＊

リ
ー
ル
N
o
〉
と
記
す
。

(3
)

慶
長
七
年
五
月
二
三
日
「
池
田
三
左
衛
門
殿
少
将
成
之
御
祝
之

覚
」
（
「国
民
精
神
文
化
文
献

―
―
――
立
入
宗
継
文
書
•
川
端
道
喜
文

書
」
、
国
民
精
神
文
化
研
究
所
、
一
九
三
七
年
）

(
4
)

慶
長
八
年
三
月
二
五
日

「
竹
村
勝
長
宛
口
宣
案
」
（
鳥
取
県
立
博

物
館
所
蔵

「鳥
取
藩
政
資
料
』
の
う
ち
「
竹
村
勝
任
家
家
譜
」
）

(
5
)

年
未
詳
「
口
宣
案

・
宣
旨
等
覚
書
」

〈C
四
ー
九
四
＊

Y
C
D
|

0
0
四〉

(
6
)

「
御
湯
殿
上
日
記
」
慶
長
十
四
年
五
月

（
抄
）
（
「
続
群
書
類
従
」

補
遺
三
）

(
7
)

「
芳
烈
公
御
手
留
」
承
応
二
年
（
抄
）
〈
A
-
I
三
＊

T
A
A
|

0
0
-
〉

(
8
)

元
禄
九
年
「
絹
政
様
御
任
官
之
節
御
勤
覚
書
」
〈
C
四
ー
一
四

＊

Y
C
D
I
O
O
-
〉
、
元
禄
九
年
「
御
任
官
始
末
帳
」

〈C
四
ー
一
〇

七
•
T
C
D
|

0
0
1
〉
、
元
禄
九
年
「
曹
源
寺
様
少
将
御
拝
任
之

節
御
留
」
〈C
四
ー

l
o
八
•
Y
C
D

ー

O
O
-
〉
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瞑

紐

岡

山

藩

官

位

関

係

史

料

(
9
)

「
池
田
氏
系
譜
」

〈C
一
ー
一
八
＊
T
C
A
|
0
0
1
〉
、

諸
家
系
図
伝
』
、
『寛
政
重
修
諸
家
譜
』
な
ど

(
1
0
)
黒
田
基
樹
「
池
田
輝
政
の
発
給
文
書
に
つ
い
て
」
（
深
谷
克
己
編

「岡
山
藩
の
支
配
方
法
と
社
会
構
造
j

、
科
研
報
告
書
、
一
九
九
六
年
）

(11)

註

(
4
)

(12)

「池
田
家
履
歴
略
記
』
（
日
本
文
教
出
版
、
一
九
六
三
年
）
上

巻
•
六
二
頁

(13)

同
右

(14)

註
(
4
)

(
1
5
)
「
（
文
久
一
―
一
年
）
―
二
月
三
日
因
州
公
合
被
呈
之
御
書
」
（
「岡
山
池

田
家
文
書
』
一
、
東
京
大
学
出
版
会
）

(16)

「寛
政
重
修
諸
家
譜
』

(17)

「
池
田
氏
系
譜
」
（

一
）
（
註

(
9
)
参
照
）

(
1
8
)拙
稿
「
近
世
武
家
官
位
の
成
立
と
展
開
＇
~
大
名
の
官
位
を
中

心
に
ー
」
（
山
本
博
文
編

「新
し
い
近
世
史
j

一
国
家
と
秩
序
、

新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
六
年
）

(
1
9
)
黒
田
基
樹
「
慶
長
期
大
名
の
氏
姓
と
官
位
」
（
「日
本
史
研
究
』

四
―
四
、
一
九
九
七
年
）

(20)

註

(18)

(21)

註
(
1
0
)
黒
田
論
文

(22)

拙
稿
「
近
世
武
家
官
位
試
論
」
（
「歴
史
学
研
究
」
七

0
三、

l

九
九
七
年
）

(
2
3
)池
田
忠
継
の
従
四
位
下
•
侍
従
任
官
に
関
し
て
は
、
岡

山

藩
研

究
会
「
中
世
1

近
世
移
行
期
分
科
会
•
池
田
部
会
」
で
の
史
料
輪

『寛
永

読

・
討
論
の
成
果
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
記
述
内
容
の
責
任
は
す

べ
て
筆
者
（
堀
）
に
あ
る
。

(
2
4
)斎
木
一
馬
•
林
亮
勝

・

橋
本
政
宣
校
訂

「寛
永
諸
家
系
図
伝
』

（
続
群
書
類
従
完
成
会
）

(25)

『
新
訂
増
補
国
史
大
系
徳
川
実
紀
J

(吉
川
弘
文
館
）

(
2
6
)
「
勧
修
寺
光
豊
公
文
案
」
所
収
（
慶
長
―
四
年
）
五
月
一
八
日

付
播
磨
少
将
（
池
田
輝
政
）
宛
勧
修
寺
光
豊
書
状
案
（
「大
日
本
史

料
』
十
二
編
ノ
六
、
三
五
五
頁
）

(27)

「
勧
修
寺
光
豊
公
文
案
」
所
収
（
慶
長
―
四
年
）
五
月
ニ
―
日

付
播
磨
少
将
（
池
田
輝
政
）
宛
勧
修
寺
光
豊
書
状
案
（
「大
日
本
史

料
j

十
二
編
ノ
六
、

三
五
五
頁
）

(
2
8
)藤
井
駿
•
水
野
恭
一
郎
•
谷
口
澄
夫
共
編
「
池
田
光
政
日
記

j

（
山
陽
回
書
出
版
、
一
九
六
七
年
）
と
若
干
の
字
句
異
同
が
あ
る
が
、

ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

(29)

「上
杉
家
御
年
譜
』
四
（
原
書
房
）
二
七
ー
＿
―
-
三
頁

(30)

「仙
台
藩
史
料
大
成
伊
達
治
家
記
録
』
五
（
宝
文
堂
、
一
九

七
四
年
）
四
五
四
頁

(31)

氏
家
幹
人

「江
戸
藩
邸
物
語
』
（
中
公
新
書
、
一
九
九
一
年
）

(32)

「上
杉
家
御
年
譜
』
五
（
原
書
房
）
二
四
三
頁

(33)

註

(29)

(34)

註

(
8
)

(
3
5
)
拙
稿
「
武
家
官
位
の
在
地
効
果
説
を
め
ぐ
っ
て
1

大
名
の
官

位
と
「
家
政
」
「
国
政
」
ー
’
|
」
（
岡
山
藩
研
究
会
編

「
（
題
目
未
定
）
』
、

岩
田
書
院
よ
り
一
九
九
八
年
に
刊
行
、
に
収
録
予
定
）
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職
事
上
卿

宜
叙
従
五
位
下
（広
橋
）

蔵
人
右
中
辮
藤
原
総
光
奉

儀
同
殿（兼
勝
）

廣
橋
大
納
言
殿

（光
豊
）

勧
修
寺
宰
相
殿

慶
長
八
年
三
月
廿
五
日

（
竹
村
）

藤
原
勝
長

宣
旨

そ
ち
殿

長
橋
殿

七
、
慶
長
七
年
五
月
二
三
日

（輝
政
）

池
田
三
左
衛
門
殿
少
将
成
之
御
祝
之
覚

（後
腸
成
天
皇
）

禁
裏
様

（
勧
修
寺
晴
子）

女
院
様

（政
仁
）

親
王
様

大
御
ち
の
人

御
馬
・
太
刀
•
銀
子
三
拾
枚

三
束

・
巻
物
五
た
ん
生

一
束

・
巻
物
登
ツ
同

巻
物
壼
ツ
同

一
束
・
巻
物
登
ツ
同

御
馬
・
太
刀
•
銀
子
三
枚

御
馬
・
太
刀
•
銀
子
五
枚

御
馬
•
太
刀
•
銀
子
登
枚

御
馬
•
太
刀
•
三
百
疋

御
馬
・
太
刀
•
三
百
疋

女
御
様

金
子
登
枚
•
生
絹
五
ツ

御
馬
•
太
刀
•
銀
子
五
枚

五
月
廿
三
日

宮
脇
又
兵
衛
（花
押）

山
形
三
郎

百
疋

之
覚

【
翻
刻
】

池
田
三
左
衛
門
殿
少
将
成
之
御
祝

（
慶
親
）

上
卿
中
山
中
納
――日

八
、
慶
長
八
年
三
月
廿
五
日
竹
村
勝
長
宛
口
宣
案

慶
長
七
年

速
見
右
近
大
夫

井
家
摂
津
守

立
入
包
帽
守

御
太
刀
•
三
百
疋
•
銀
子
登
枚

三
百
疋

三
百
疋

五
百
疋

内
侍
所
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一
、
ロ

一
通

威

峠

岡

山

藩

官

位

関

係

史

料

一
通

宜
任
侍
従

一
通

宜
任
伊
豆
守

九
、
年
未
詳

口
宣
案
・
宣
旨
等
覚
書

宜
叙
従
五
位
下

同
年
同
月
同
日

同
年
四
月
廿
一
日

一
通

宜
叙
侍
従

一
通
慶
長
十
年
三
月
廿
六
日

一
通
元
和
九
年
八
月
六
日

内

内

後
改
利
隆

一
、
ロ

宣
案

宣
案

三
通
、
豊
臣
照
直

覚

加
冠

一
、
慶
長
十
二
年
六
月
二
日

一
通

（
広
橋
）

蔵
人
右
中
辮
藤
原
総
光
奉

従
五
位
下
豊
臣
朝
臣
照
直

慶
長
八
年
三
月
廿
五
日

（竹
村
）

従
五
位
下
藤
原
勝
長

（
度
親
）

上
卿
中
山
中
納
言

宣
旨

l

、
宣
旨

宜
叙
従
四
位
下

慶
長
十
年
四
月
八
日

宜
令
任
侍
従

秀
忠
公
御
書
判

宜
任
松
平
武
蔵
守

三
通
、
源
光
政

同
年
同
月
同
日

宜
叙
従
四
位
下

寛
永
三
年
八
月
十
九
日

一
通

（
従
力
）

正
五
位
下
豊
臣
照
直
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十
六
日

東
福
門
院
様
ノ
御
女
中

ゑ
も
ん
の
す
け
と
の
へ
、
と
あ
り

一
通

（
表
紙
）

一
、
宣
旨

宜
任
左
近
衛
権
少
将

宜
令
任
侍
従

一、

女
房
奉
書

十
、
御
湯
殿
上
日
記

慶
長
十
四
年
五
月

（抄
）

（白

し
ろ

（昭
）

（

池

田

忠

継

）（
公
家
成
）

十
三
日
は
る
、

。
＞
け
た
し
、
う
＜
け
な
り
の
御
證
と
て
。
し

（白

銀

）

（

枚

）

（

参

）

（

消

涼

殿

）

（

対

面
）

ろ
か
ね
州
ま
い
ま
い
る
。
せ
い
り
や
う
文
ん
に
て
御
た
い
め
ん

（

盃

）

（

政
仁
親
王
）

（

対
面
）

あ
り
。
御
さ
か
月
く
た
さ
る
る
。
御
か
た
の
御
所
も
御
た
い
め

（白
銀
）

（

枚
）
（
参
）

（

勧
修
寺
晴
子
）

ん
。
し
ろ
か
ね
十
ま
＞
ま
＞
る
。
女
ゐ
ん
の
御
所
。
女
御
の
御

（参）

か
た
へ
も
ま
い
る
。
（
以
下
略
）

（

晴

）

（

池

田

忠

継

）

（

品

）

は
る
>

O

し
け
た
し
、
う
四
ほ
ん
の
御
膿
と
て
。

元
和
九
年
八
月
六
日

従
四
位
下
源
朝
臣
光
政

分、 此一

冊
ハ
‘
御
手
留
横
帳
ノ

准
）

（

枚
｝

（進
）

カ
ね
五
ま
＞
し
ん
上
申
。（
以
下
略
）

応
這
？

。
出
戸
戸

5
狐
炉
す
闘
ら
廿
↑
心
]
幻
上
。

十
一

、
芳
烈
公
御
手
留

一
通

十
八
日

承
応
二
年

（抄
）

一
卜
八
ト
ニ
冊

二
粗
合
候
事

己
国

二而承応
二
年
正
月
元
日

同
三
月
五
日
迫
国

二
而

同
年
十
二
月
晦
日
迫
ノ
帳
也

明
暦
二
年
八
月
朔
日

同
年
十
二
月
迫
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廿
二
日
明
日
父
子
共

――
登

と
被

（承
応
二
年
極
月
）

廿
三
日

仰
出
候
ハ
ん
間
、
左
様
二
御
心
得
可
有
候
、
先
而
御
礼

城
仕
候
様

ー一
と
被
仰
聞
候
事
、

（酒
井
忠
勝
）

一
、
御
城
へ
上
り
候
所
、
讃
岐
殿
被
仰
渡
、
三
左
衛
門
殿
元
服
之

（千
姫
）

事
、
天
し
ゅ
院
様
合
被
仰
上
候
旨
、
達
上
聞
候
所
、
成
人
も
被

仕
候
間
、
明
日
被
仰
付
旨
、
昨
晩
被
仰
出
候
旨
、
恭
仕
合

二
奉

存
候
由
申
上
、
退
出
候
、

一
、
登
城
仕
候
所
、
讃
岐
殿
被
仰
渡
候
ハ
、
今
日
元
服
被
仰
付
候
、

（位
）

成
人
も
被
仕
候
条
、
官
ゐ
被

等
申
候
ハ
、
唯
今
之
被
仰
渡
、
仰
付
、
侍
従

二
被
成
候
由
、
我

（憚
）

た
と
へ
願
申
と
て
も
は

、
か

り

二
存
候
故
、
申
上
候
事
ハ
存
も
不
寄
候
処
、
重
々
難
有
義
、

可
申
上
様
無
御
座
候
由
申
上
候
、

翫

砂

岡

山

藩

官

位

関

係

史

料

（二）

同
廿

一
日
（松
平
信
絹
）

（

能
勢
）

（

池
田
綱
政
）

一
、
松
伊
豆
殿

6
少
右
衛
門
御
呼
候
而
‘

三
左
衛
門
元
服
廿
三
日

（綱
政
）

其
後
、
伊
与
守
御
前
へ
罷
出
、
元
服
添
由
其
礼
申
上
候
、
其
時

（酒
井
忠
消
）

御
字
う
た
殿
を
以
被
下
候
、
其
後
進
物
出
雲
取
次
、
御
太
刀
指

御
肴
被
下
、
く
わ
へ
之
時
、
行
光
之
御
刀
拝
領
、
う
た
殿
御
渡
、

御
次
に
て
さ
し
罷
出
、
御
證
申
上
候
、
又
く
わ
へ
申
、
御
次
ニ

か
わ
ら
け
持
罷
出
候
時
刀
ぬ
き
、
又
元
之
座
へ
罷
出
、
引
渡
と

れ
申
候
て
、
重
々
添
義
御
礼
申
上
罷
在
候
、
其
後
我
等
進
物
指

上
罷
出
、
御
礼
申
上
候
、
重
々
難
有
義
御
礼
申
上
候
事
、

（綱
政
）

一
、
官
位
祝
義
、
何
も
伊
与
守
と
札
申
候
、
惣
家
中
不
残
下
々
迫

（銀
）

伊
豫
守
合
小
袖
．
艮
子
遣
候
事
、

早
稲
田
大
学
工
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
講
師
・
共

立
女
子
大
学
専
任
講
師
）

i
り

し

ん

ヽ

廿
六
日

上
候
、
其
後
、
又
御
前
へ
罷
出
、
御
引
渡
を
わ
り
、
御
盃
被
下
、
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